
 

 

 

 

  

 

地球上の「誰一人取り残さない」（１） 

東公民館で「SDGs ってなんだろう」4回講座が始まりました。 

最近、新聞やテレビ等でたびたび取り上げられ、目にする言葉 SDGs ですが「それ

って何？」と思っている方が多いのではないでしょうか。 

私自身、何度か話を聞く機会はありましたが、あらためて SDGs について考えてみ

ようと参加しました。第 1 回は「SDGs の概要と長野県の取り組みについて」で長野

県政出前講座から講師を迎え「SDGs の概要、長野県の取り組み、一人一人ができる

こと」の 3点について話を聞きました。 

まず SDGs（持続可能な開発目標）とは 2015 年 9 月の国連サッミトで採択された

2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17のゴールと 169 の

ターゲットから構成され地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021.５月 

生涯学習課 社会教育指導員 伴野 洋子 



「近江商人の三方よし」や「二宮尊徳の二宮翁夜話」「渋沢栄一の論語と算盤」

でも経済と社会・環境をいかに両立させるかというジレンマは昔からあった 

※SDGｓの考え方は昔からあったのではない※ 

 

次に長野県の取り組みとして、2018年に「しあわせ信州創造プラン 2.0 ～マナビ

と自治の力で拓く新時代～長野県総合 5 か年計画」でも SDGs を意識した特色を取り

入れています。具体的な取り組みとして「信州屋根ソーラーポテンシャルマップ」「長

野県と大都市をつなぐ電力販売」「長野県版エシカル消費の促進」などが紹介されま

した。また、ポータルサイト「信州 SDGs ひろば」やインスタグラム「信州 SDGｓDiary」

でも情報発信をしているそうです。詳しく知りたい方や興味がある方は、ぜひのぞい

てみてください。 

最後に、一人一人ができること、 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①思いをはせる・世界で起こっていること 

       ・地域社会で起こっていること 

       ・未来の世代に起こりうること 

②「ずく」を出して始めてみること 

  ・一歩踏み出して、まずは自分のできることから始めてみる 

SDGｓに取り組むにあたって 

私たちはどうすればよい？ 

SDGｓは目新しい考え方か？ 

 

 

「近江商人の三方よし」 

売り手よし、買い手よ

し、世間よし 

「二宮尊徳の二宮翁夜話」 

道徳を忘れた経済は罪悪であ

る。経済を忘れた道徳は寝言

である 

「渋沢栄一の論語と算盤」 

富をなす根源は何かといえば、仁義道

徳。正しい道理の富でなければ、その

富は完全に永続することができぬ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SDGs は、難しそう・大変のイメージが「な～んだ！」見の回りの日常で出来るこ

とはたくさんあって、私なりの SDGs が始められる？「いやいや」もう始めてる。う

れしい発見です。 

次回は、家庭の省エネについて学び、講師のエコ住宅の見学も予定されています 


